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箇  所 誤 正 

p.14 図 1・14  「分岐型経路」の位置を Cの右横に（分岐を示す二つの 

矢印の間） 

p.34 右↑17 発エルゴン反応 発熱反応 

p.34 右↑15 吸エルゴン反応 吸熱反応 

p.36 右（2・9）式 ＝ ≥ 

p.41 左↓12 成されるため，ATP合成に必要なADPを生成するに

は，まずAMPをリン酸化する必要がある． 

成する場合がある．その場合，ATP合成に必要なADP

を生成するには，まずAMPをリン酸化してADPを合成

する必要がある． 

p.45 左↓5 0℃を超える体温を維持できない生物では， 0℃を下回る環境で生息する生物では， 

p.46 左↓1 ンタルピーの小さな変化 ンタルピーの減少 

p.55 右（2・19）式より 

↓3および↓4 

アンモニア アンモニウムイオン 

p.55 右↑1 例 3 に示すように，HA と A－の濃度が実験的に決定され

ている場合，ある pHにおける弱酸の pKaを 

例 3 に示すように，ある pH におけるHA と A－の濃度が

実験的に決定されている場合，弱酸の pKaを 

p.56 右↑5 pH が pKaよりかなり低いと，酢酸の H＋は容易に除去さ

れないので，OH－が添加されるにつれて pHは急激に上昇

し，溶液からH＋を除去してH2Oを形成する．同時に，pH

が pKaよりかなり高いと，酢酸から解離可能なH＋が除去

されつくされてしまい，添加されたOH－が溶液中でH＋と

結合して H2O を生成するので，pH は再び急激に上昇す

る． 

pH が pKa値よりかなり低いときには，酢酸の H＋が解離

しにくいので，添加した OH－は溶液の H＋と H2O を形成

する．その結果，溶液中の H＋濃度が低くなり pH は急激

に上昇する．同様に，pKa値よりかなり高い pHでは，酢

酸から解離可能な H＋がなくなっているため，添加した

OH－が溶液のH＋とH2Oを形成し，pHは再び急激に上昇

する． 

p.91 右↓4 （exon shuffling）というコード配列を新しい遺伝子を生

じ 

（exon shuffling）というコード配列を入れ替えて新しい

遺伝子を生じ 

p.102 図 3・53説明 mRNAから，逆転写酵素RNアーゼH，DNA mRNAから，逆転写酵素，RNアーゼH，DNA 

p.104 右↓8 通常，55～65℃で行われるが，温度はDNA鎖の長さとプ

ライマーのGC含量による．アニーリング温度はプライマ

ーの融解温度（Tm）に基づいて設定されるが， 

アニーリングの温度はプライマーの融解温度（Tm）に基づ

いて設定される（プライマーの融解温度はDNA鎖の長さ

とプライマーのGC含量に依存する）．通常は 55～65℃で

行うが， 

p.118 右↑3 五つのアミノ酸は 四つのアミノ酸は 

p.218 左↓5 ヘリックスも一緒になって基質選択的な ヘリックスも使って基質選択的な 

p.223 左↓8 ホスホランバンとよばれる 2番目の膜タンパク質 ホスホランバンとよばれる関連した膜タンパク質 

p.241 右↑9 この時間は反応物の半分が分解されるまでにかかる時間

を意味する半減期（half-life, t1/2）を表している． 

このような，反応物の半分が分解されるまでにかかる時

間を半減期（half-life, t1/2）とよぶ． 

p.249 右↓2 また，基質が酵素に結合して，酵素または基質のいずれ

かから水分子が解離したことによるエントロピーの増加

による疎水性効果も重要な役割を果たす． 

また，酵素への基質結合時に酵素や基質に水和していた

水分子が解離して生じるエントロピー増加（秩序だって

結合している水分子クラスターが解離して無秩序になる

ことによるエントロピー増大）に伴う疎水性効果も重要

な役割を担っている． 
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p.263 §7・4タイトルか

ら↓9 

たとえば，酵素の変異体が温度，pH，基質濃度などさ

まざまな条件下での変異型酵素の触媒効率の計測や酵

素阻害の分子機構の理解のためには酵素反応速度を測

定することが重要である． 

たとえば，温度，pH，基質濃度などさまざまな条件

下での変異型酵素の触媒効率を明らかにしたり，酵素

阻害の分子機構を理解したりするためには，酵素反応

速度を定量的に測定する必要がある． 

p.265 図 7・37説明 反応成分の相対速度は，  反応成分の相対濃度は，  

p.268 右↓4 もつ酵素 E1 と E2 があったとして，E1 が非触媒反応の

1012 倍の反応速度を増加させるのに対して，E2 は反応速

度を 108倍増加させる場合，E1はE2よりも 

もつ酵素E1とE2 があったとしよう．E1が反応速度を無

触媒時より 1012倍増加させるのに対して，E2による反応

速度の増加が 108倍ならば，E1はE2よりも 

p.274 右上式 Km ＋ ( ＋を削除 Km ( 

p.276 右↓13 図 7・54にC3R3三量体タンパク質複合体を形成する触媒

サブユニット(C)と調節サブユニット(R)一つずつからな

るATCアーゼ二量体が三つ集合した構造を示す． 

図 7・54にATCアーゼの構造を示す．触媒サブユニット

(C)と調節サブユニット(R)一つずつからなる二量体が三

つ集合して，C3R3 三量体タンパク質複合体を形成してい

る． 

p.277 図 7・54説明 ATCアーゼ三量体(C3R3)の分子構造では， ATCアーゼ三量体(C3R3)の分子構造． 

p.278 右↓3 活性制御に関与するアミノ酸残基 活性制御に関与する官能基 

p.280 図 7・60説明↓2 活性酵素へのアクセスを阻害するN末端 44アミノ酸（オ

レンジ色）は，自己切断によりペプシノーゲンから除去さ

れ，活性酵素が生成される必要がある． 

N 末端の 44 アミノ酸（オレンジ色）が活性部位への基質

のアクセスを阻害している．この部位が自己切断でペプシ

ノーゲンから除去されることで，活性酵素（ペプシン）と

なる． 

p.291 図 8・7説明↓7 筋弛緩を血管拡張をひき起こす． 筋弛緩と血管拡張をひき起こす． 

p.486 図 12・43  

図中左上 

カルバモイル化されたルビスコのリシン 175残基 

 

カルバモイル化されたルビスコのリシン 201残基 

（および構造式中のLys 175をLys 201に） 

 

p.586 左↓4 炭素水素鎖が完全に 炭化水素鎖が完全に 

p.592 右↑1 リガンドとして機能する結果である． リガンドとして機能する． 

p.606 左↓9 糖側を加水分解し，リン酸と 糖側を加水分解し，ホスファチジン酸 

p.606 右↓3 2個のアミノ酸からなり， 122個のアミノ酸からなり， 

p.606 右↑3 これはスフィンゴシン（sphingosine）の誘導体であり，パ

ルミチン酸とセリンから合成される長鎖アミノアルコー

ルである． 

これはパルミチン酸とセリンから合成される長鎖アミノ

アルコールであるスフィンゴシン（sphingosine）の誘導

体である． 

p.625 図 16・3  
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p.631 図 16・10  プロピオニルCoAイソメラーゼ プロピオニルCoAカルボキシラーゼ 

p.645 図 16・26  水和 脱水 

p.656 図 16・39  2 NADPH + H+ 

2 NADP+ 

NADPH + H+ 

NADP+ 

p.657 図 16・40   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢印部分，二重結合になる 

p.750 図 18・26(b)  

右側 5-フルオロウラシ

ルの構造式 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

    

 矢印部分．二重結合になる 

 


